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現代レジャー論（5）
レジャーとしての自由学芸教育

一M．J．Ad1erを中心としての考察一

松　田　義　幸

0mψe　meamimξof1eis皿re　md－1ibem1争rts

Yoshiy㎜ki　MATSUDA

　　It　is　said　that　the　indentity　of　American　and　Europian　cu1ture　is　based　on　the　Ancient

Greeks．In　Ancient　Greeks，the1ibera1arts　were　va1ued　high1y　as　the　most　important　and　the

basic　way　to　make　human　va1ue，the　existance　of　human　beings　and　the　universa1va1ues　nob1e

and　honorab1e，which　were　the　basis　of　the　indivisua1’s　happiness，the　stabi1ity　of　democracy　and

the　democratic　society．That’s　way　where　the，American　and　the　Europia早society　face　to　the

po1itician，social　and　humanistic　crisis，they　tend　to　come　to1ife　again　the　spirit　of　Ancient

Greeks　cu1ture．The　aim　of　this　paper　is　to　think　about　the　re1ationships　of1eisure　and1ibera1

arts，refferring　to　the　work　of　M．J．Ad1er，who　has　seekd　the　po1icy　of　the1earning　society　and

the　way　of1ibera1arts　education　ii　USA．
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1．レジャーとしての自由学芸教育

　通常，自由学芸（1ibera1arts）というと，一西洋

中世においては，自由民（1iberi）だけに習得を

許された学芸で，文法，論理，修辞の三科（t．iVium）

と算術，幾何，音楽，天文の四科（quadrivim）

・の七科をさし，また近代以降の大学では，広く教

養を身につける目的の語学，哲学，歴史，芸術，

社会科学，自然科学などの科目をさしている，こ

のようにとらえられている。今日の大学における

一般教育，教養課程教育（1ibera1education，

genera1education）は，この自由学芸教育の理念

に沿ったものである。

　それでは，西洋中世において，自由学芸七科は

どのようなコンテクストの中に位置づけられてい

たのか。ここに興味深い一枚の図がある。Dante

Alighieri（1265－1321）の「神曲」の天堂篇の構

成を説明する図である。この中で自由学芸七科が，

どの様な魂に関連するかを説明している（注ユ）。

　第一歌のミューズの女神たちへの呼びかけ，ダ

ンテとベアトリーチェめ地上の楽園からの昇天，

ベアトリーチェはダンテになにゆえにかかる昇天

カ干できたか，そして宇宙はいかなる秩序をもつか

を説明。この後に，

1．文法一第一天（月天），誓願を全うしなかっ

　た魂

2．論理学一第二天（水星天），活力をもって善

　行をした魂

3．修辞学⊥第三天（金星天），恋に燃えた魂

1．算術一第四天（太陽天）　知識人の魂

2．音楽一第五天（火星天）　信仰のために戦っ

　た者の魂

3．幾何一第六天（木星天）　正義を行なった者

　の魂

4．天文一第七天（土星天）　黙想を行なった者

　の魂I

の歌が続く。そしてさらに神の国へ向かって
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天堂界布置図解

榊芽

　　　　　〆高天　、神1天使と塾春

　　　　　　　　　　　　　　　白色　バフ

婚芽鮮悌〆動天　　神1天健
　　　　珍鮮悌〆天双子宮勝利1雄／増

　　　　　　　　紳禾捗天　黙想を庁一た音の増

　　　　　。符

　　　　　　〃／椎天㊨正義を氏1勤脅

　　　　　　　　　　鮮雌天信仰のため、、

　　　　締、餅　　　　　　㌧鋳⊃そ挙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玲

　　　　　　　　箏ズ天鳩イの脅

　　　　　　　　　蒋〃麟恋に嫌・／勢

七紳　’　和勃1ぎ
　　　　　　　㌶ポP月天、

丙

ぐ

汀
灘

図1　Dante「神曲」天堂篇と自由学芸七科

　　（野上素一訳，神曲一新生，世界文学体系6，筑摩書房より 巻末付図参照 昭和37年版）

　哲学（自然科学）一第八天（恒星天），勝利に

輝く魂

　哲学（倫理学）一第九天（原動天）　神と天使

　哲学（神学）一第十天（至高天）　神と天使と

聖者

が続く。

　ボローニャ大学に学んだDanteの博識はよく知

’られているが，訳者の野上素一は，その解説の中
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で，「『神曲』は，古代，中世およびウマネシモ時

代の一代貯水池でありこれまで書かれたもっとも

完全な百科全書とよんで恥ずかしくないものであ
る」（注2）と批評している。

　そもそも百科全書，百科事典を，encyc1opedia

というわけであるが，これにギリシア語をあてる

とegkikliospaideiaになる。

　egkOkhosは，　circle，9enera1で　「一般」，

paideiaは，humanityで「人間的教養」をさし，

まさに，教養課程の一般教育，自由学芸教育を意

味している。Danteがなにゆえに天堂篇に自由学

芸七科を位置づけたのか。それは「徳（arete：

卓越性，優秀性）をめざしての教育」の
eg㎞klios　paideia（自由学芸七科，そして自然科

学　倫理学　神学の哲学）が，人間の魂を理想と

する普遍的価値、倫理に近づけ，そして，高貴

（nob1e，honorab1e）にしてくれるととらえてい

たからであろう。

　Danteの「神曲」には，ミューズの女神をはじ

めとするギリシア神話，ソクラテス，プラトン，

アリストテレス，といったギリシアの賢人たちが

出てくる（もちろん，これから以降の学芸，賢者

たちも出てくるが）。このDanteよりも先に生ま

れ大きな影響を与えたと思われるSaint　Thomas

Aquinas（1225－1275）は，「アリストテレス形而

上学注釈」の中で，自由学芸の基本アイデアを

Aristot1eに求め，「知ることを目標とする学芸だ

けが自由学芸（artes1ibera1es）と呼ばれ，何ら

かの実践によって到達されるべき実益をめざす学

芸は奴隷的学芸（arteS　SerVi1eS）とよばれる」，

こう述べたといわれている（注3）。

　このように古代ギリシアにおける自由学芸は，

中世のヰうに神学の下できちんと体系化されたも

のでなく，もっと広くとらえられていたようであ
る。

　Aristot1e，Aquinasの流れに沿って，思索を続

けているJosefPieper（1904一　）は，
「Leisure＿The　Basis　cf　Cu1ture＿」（邦訳名「余

暇と祝祭」）の中で，「『職能人（functionary）』と

いうものは，『訓練』によってつくりだされます。

『訓練』の特徴は人間のうちの特殊な一面だけに

目を向けること，同時にまた，世界の一断片だけ

に注目するということです。これに対し，真の『教

養は』全体に向います。自分が世界の全体に対し

て，どのような関係に立っているかをわきまえて

いる人，その人こそ真に教養のある人です。『教養』

は全人一世界全体を受容しうる者であるかぎ

りでの一にかかわります。いいかえると，事

物の総体をとらえうる者としての人間全体にかか

わるのです」と述べている（注4）。

　ここでPiepe・のいう教養とは自由学芸をさし

ている。

　今日，「人問にとって，ワークとレジャーとど

ちらが大切か」と質問されれば，誰しもがワーク

をあげるであろう。しかし，古代ギリシア，西洋

中世においては，今日の常識と違い，自由学芸を

身につけるレジャーが，大切だと考えていたので

ある。

　Aristot1eは，「政治学」の中で，次のように述

べている。人間の生活はワークとレジャー，戦争

と平和の四つにわけることができ，ワークと戦争

は必要（nessessary）で有用（usefu1）な生活で

あり，レジャーと平和は高貴な（nob1e，honorable）

な生活である。そして，それぞれの関係は，戦争

は平和のため，ワークはレジャーのためにあると

いえる。人間はワークと戦争のための能力を身に

つけなければならないが，それより以上に大切な

ことは，レジャーと平和を高貴に生きる能力を身

につけることである。そして後者のための教育，

学習支援は生涯にわたって配慮されなければなら

ない（注5）。このA1istot1eの考え方の中に，専門教

育（職業教育）と一般教育（自由学芸教育）の考

え方を読みとることができる。

　人間はワークや戦争に就いている時には国を亡

ぼすことはないが，人生の目的であるレジャー，

平和の時を迎えると，ぜいたくと，放蕩におぼれ

国を亡ぼすことになりやすい。そうならないよう

にするためには，高貴な生活の方法を身につける
必要がある（注6）。

　ところで，わが国における翻訳をみると，ギリ

シア語のanankaios，chresimosには「必要・有用

なもの」があてられており，英語のneSeSSary，

usefu1の意味に対応しているが，自由学芸と関係

するkaiosには，「立派な」（岩波文庫訳）「美しい」

（石山脩平訳）（注7）などがあてられており，英語

のnob1e，honorab1eの意味に1対1で対応してい

ないように思われる。Alistot1eにとって，なぜ高

貴な価値の教育が大切であったのか。それが民主

政治，民主社会の前提になると考えていたからで

ある。この問題について，廣川洋一は，わが国に
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おいて，このように理解している人は少ないが，

政治学者の蝋山正道が，A1istot1eの自由学芸と政

治の関係を正しくとらえていると，評価している。

　「アリストテレスの『政治学』は，（中略）そ

の第七巻，第八巻が教育に関する見解にあてられ

ている。そして政治的な理想と教育の原則との関

係が述べられている。これは誠にめずらしい。よ

く考えてみれば，当然のことなのだが，近代になっ

てから政治学と教育学とは全く挟をわかってしま

い（中略），特に日本ではその傾向が強い。戦後

日本で教育の中立と言うことが主張された（後略）

教育基本法にある『良識ある公民たるに必要な政

治的教養は，教育上これを尊重しなければならな

い』（第八条）とあるにもかかわらず，教育界に

は政治と教育との根本的関係について関心を払う

ことが避けられてきた。そこに戦後民主教育の欠

陥が一つある」蝋山正道「アリストテレス全集」
月報11，（岩波書店）（注8）

　わか国では，蝋山のようなA1istot1e理解が教

育を研究し実践する側にある教育学者から，なに

ゆえに出てこなかったのであろうか。つぎに一つ

のケース研究ということで，シカゴ大学を中心に

1930年から展開されてきた，自由学芸教育運動を

とりあげてみたい。

2．アメリカの自由学芸教育運動

　この運動を中心になって支えてきた人が，
MortimerJ．Ad1er　（1902一　）である（注9）。

Ad1erは1930年代，1940年代のアメリカの状況，

世界の状況を次のようにとらえていた。

（1）　戦前の世代（1940）（注10）

　ファシズムと世界大対戦の脅威の中で，偏見，

エゴイズム，ニヒリズムが蔓延し，人間，社会が

よりどころとする共通の価値，倫理基準を喪失し

てしまっている。このために真の民主政治，民主

社会から遠のき，「力は正義なり」に陥ろうとし

ている。民主主義をめざす政治，社会は，普遍的

な価値，倫理基準に根ざす自由を大切にするから

こそ，偏見，エゴイズム，ニヒリズムを取り除き，

ファシズムや戦争の危機を克服することができ

る。こういう価値，倫理基準を喪失しないように

するために，教育の側からなにをなし得るのか。

それは白由学芸教育を重視することである。しか

し，今日のアメリカにおいて，この白由学芸教育

の重要性が認識されていない。状況は悪い方に向

かっている。教育，倫理，政治といった規範を扱

う学問が軽視され，実証的学問（実証哲学，社会

科学）が尊重され，このために価値，倫理基準は，

時代や社会が変われば，相対的に変化するもので

あり，また人間個人個人によって違うものである

という風潮をつくっている。

（2）　民主政治と自由学芸教育（1957．1958，

　　　1976）（注ユ1）

　アメリカの教育はいかにあるべきか。Adlerは

Thomas　Jefferson（1743－1826）が1817年に議会に

提出した公教育制度案に検討を加えながら，政治

と教育のあり方を考察している。

Jeffersonの教育案一アメリカの市民は労働に就一

く者と教養を身につける者の二つのクラスに分か

れる。すべての子どもたちは，三年の初等教育を

受けた後に，二つの進路に分かれる。一方は労働

に就く者で，彼らの選択に従って，農業に就くか，

手工業の年季奉公に就くかをきめる。もう一方は

一般教養を身につけるために，大学まで進むこと

ができる。

　Jeffers㎝の頃のアメリカは，産業的にも前工業

社会で，政治的にもみんなが市民権を持っていた

わけではなかった。そこで古代ギリシアのように，

支配階級の市民に一般教養が必要だと考えてい
た。

　しかし，今日のアメリカにおいては，十分に工

業化が進み，だれもが政治的市民権と自由時間を

持っている。従って，良識ある市民になるための

教育，学習機会は，すべての人々に平等にひらか

れていなければならない。経済的に自立し，聡明

な良識ある市民として行動し，高貴で慎み深い人

問生活を送ることができるようにする。こういう

生活目標を支援する教育こそが望ましい。

（3）　教育が基礎におくべき普遍的原理は存在

　　　するのか（1941）（注12）

　それではAd1e・の白由学芸教育観とはいかなる

ものであったのか。Adlerは，白由学芸教育の目

的は，常にどこにおいても同じだととらえている。

それは時と場所によって違ってはならないし，ま

た個人差によって，文化の違いによって変わるも

のであってはならない。従って，自由学芸教育は，

その基礎に普遍的価値，倫理基準をおくべきであ

る。これが自由学芸教育の基本である。自由学芸

教育で重要なことは，この普遍的価値，倫理基準

を，文化の違うところで，習俗の違うところで，
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いかに実際に適応するかである。なぜこのような

立場をとるのか。

　それはまず第一に，「人間の性質は，文化が違っ

ても同じだ」ということである。人間の性質のこ

の普遍性，不変性を前提におけば，自由学芸の教

育の基礎にも，この普遍性の原理をおくべきであ

る。

　第二に人間の性質は、潜在的能力を持っていて

も，誕生の時点にみるように，十分には開発され

ていない。そこで，自由学芸教育は人間の性質の

向上プロセスとしてとらえなければならない。

　第三に自由学芸教育の目的は，徳（arete）を

めざしての教育で，普遍的価値，倫理基準の高み

に近づき，高貴な（nob1e，homrab1e）習慣を身

につけるところにある。そして，究極の目的は，

幸福，あるいはよき人間生活に向かうことを支援

することにある。

（4）　規範としての自由学芸教育（1951）（注13）

　白由学芸教育がこのような目的に向かって行な

われれば，人々は，理想とする市民，理想とする

社会，理想とする政治を学ぶことができる。また

理性の権威と規律ある自由の大切さを学ぶことが

できる。このようにみてくると，教育と個人の問

題も，教育と社会の問題も，その基本は規範的な

も1のだといえる。この問題は記述的な科学によっ

ては解決はできない。それは道徳哲学，政治哲学

によって解決すべきことである。ところが，最近

の風潮は，普遍的価値，倫理的基準を避け，科学

的方法によって答えを引き出そうとする傾向が強

い。たしかに科学的方法は，測定したり，観察し

たり，あらゆる種類のデータを集め，モデル化す

ることには向いているが，教育において何がなさ

れなくてはならないか，この規範的問題には答え

てはくれない。

　幸福とはなんであるか

　自由とはなんであるか

　平等とはなんであるか

　正義とはなんであるか

　真理とはなんであるか

これらの問題の解決は，道徳哲学と政治哲学の課

題である。こういう問題に取り組む能力を身につ

けさせることが，人間を自由にする自由学芸教育

の目的である。

　このようにみてくると，規範的問題の答えにも，

幾何学の一般原理のように，普遍的心理があり，

＊相対性主義化 ■

＊個別化 ＊客観的真理普遍的

＊懐疑圭義 価値の肯定

認めない
120C．前半

車
実証哲学 倫理学

社会科学の流行 遭徳学

文化人類学の流行 政治哲学

1
実証的社会科学の I
拾頭・個別性の重視 1

I
1
1

偏見やエゴイズム・

ニヒリズムの蔓延
倫理学・哲学の貧困

」

民主主義基盤危機

（生涯学習の意昧） 今

自由学芸教育

Great　Books　S巴minar

深い人間理解

普遍的な倫理価値基準に根ざ

した市民：民主主義社会の安

定

　　　　　　　一主流20世紀前半

　　　　　　　　一一一衰退

　民主主義＝普遍的価値にねざす自由を

　大切にした所にした所に成立する

図2　Ad1erの20世紀状況の認、識

それは時代や社会を越えた，また種族の習俗や

個々人の偏見やエゴイズムを越えた問題だといえ

る。ところがいま世界に広がっているファシズム

は，国家を神格化し，人々をその間違った祭壇の

いけにえにしようとしている。また，アメリカの

教育を見ても，リベラリズムの名の下に，あまり

に普遍的価値，倫理基準を相対化し，1多様化させ，

懐疑主義とニヒリズムを蔓延させている。

（5）　職業のための専門教育とレジャーのため

の自由学芸教育（1951）（注ユ4）

　そこでAd1erは，必要性（necessity）と有用性

（usefu1ness）につながる職業教育　（vocationa1

educati㎝）と高貴な価値（nob1e，honorab1e）に

つながる自由学芸教育（一般教育）の調和をはか

る教育を提起する。

　自由学芸教育の基本は人間の向上を目的とした

プロセスにある。そしてこの、自由学芸教育はレ
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ジャーとの関連で理解されるべきである。従って，

この問題を扱うには

①レジャーとの関連で自由学芸教育を定義する

　こと

②ワークとレジャーとの違いをよく検討して，

　自由学芸教育の意義をとらえること

③産業民主社会に向けて自由学芸教育の重要性

　をとらえること

の順序を踏むべきである。

　レジャーとの関連における自由学芸教育の定義

　一般的には教育は実践的活動であり，それには

ある目的を達成するために工夫された方法をとも

なう。そして，だれもが否定できない教育の定義

は，「人々自身と社会との関係において，人間の

性質を向上させることを目的としたプロセスであ

る」と言うことである。しかし，教育哲学におけ

る問題は，「人聞が違えば，良き生活といっても，

人間に善といっても，また人聞を向上させる条件

といっても違ってくるのではないか」ということ

である。この問題には，二つの見方があるように

思われる。一つは個々人に固有な才能，能力があ

るということ，もう一つはあらゆる；人間に共通す

る才能，能力があるということである。そこで一

つの教育の見方は，個々人の固有な才能，能力を

考慮にいれて，職業との関係において，人間の性．

質を向上させることである。もう一つの教育の見

方は，人間の差異性（differences）ではなく，共

通性，同一性（SimilaritieS）に着目して，教育に

よって，人聞の共通の性質の向上をはかろうとい

うことである。

　この後者の考え方によれば，人問にはすべて共

通にできること，またしなければならないことが

あり，それを育むのが教育の基本的な課題である。

この二つのどちらの見方に立つかで，専門教育か

または一般教育のどちらを選択するかに分かれ

る。ここで専門教育は職業教育といってよく，そ

れはワーク，レイバーの分野に関連する。一般教

育は自由学芸教育といってよく，一般教育の努力

は，人間を人間として扱う自由な修養に向けられ

る。この教育観はAritot1eの教育観に基づいてい

る。

　Aristotleによれば，「必要性，有用性」と「高

貴性」に分けているが，「必要性，有用性」は「付

帯的（eXtrinSiC）」であり，「高貴性」は「本来的

（intrinSiC）」といってもよい。前者の教育目的

は，オペレーションを上手にやって，何かを完成

させるところにある。後者の教育の目的は，人間

の卓越性，完全性に向かわせて，人間の性質を正

しくよい習慣にしていくことにある。もちろんこ

のように単純に分けることの難しい場合もある

が。ここまでくると問題の核心に入ったといって

もよい。

　職業教育は，ワーク，レイバーの訓練，修練で

ある。それは一般化よりも専門化を志向している。

それは「付帯的なもの」「必要なもの」「有用なも

の」であり，生計をたてるための働く能力を身に

つける教育である。一方白由学芸教育はレジャー

のための教育，修養である。それは一般化の傾向

を大切にし，「本来的なもの」「高貴なもの」であ

り，人間を自由にする教育である。しかし，危険

なことは，自由学芸教育というと，それを中世の

ように非常に狭くとらえて，文法，修辞学，論理

学といった七科のように解釈する人が多い。この

自由学芸教育は古代ギリシアの哲学者P1atoのよ

うに，大きくは三つに分けて考えた方がよい。そ

れは一つは身体的価値（physica1value）を高貴

（nob1e，honorab1e）にする教育，修養

　二つめは倫理的価値（mo．a1Va1ue）を高貴に

する教育，修養

　三つめは知性的価値（intte11eCtualVa1ue）を高

貴にする教育，修養

である。この三つが職業教育に対して，自由学芸

教育に入る，また入れるべき分野である。

　ワークとレジャーの違いの検討，自由学芸教育

の意義の検討

　ここで再び，ワーク（レイバーも含めて）とは

何か，レジャーとは何かを検討し，自由学芸教育

と産業社会におけるレジャーの意味を探ってみた

い。

　人間の生活時間，1日24時間の配分に着目した

蟹
　一日24時間を単位として，私たち人間の週のリ

ズム，月のリズム，年問のリズムができあがって

いる。

　一つめは，生理的必要時間である。これは睡眠，

食事，洗濯，入浴，フィットネスのような運動ま

で含まれている。

　二つめは，ワーク，レイバーのための時問であ

る。賃金をあてにして働く時間，所得をあてにし

て働く時間である。
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＊専門教育，職業教育の分野

個々人に固有な才
＊（職業）との関連において

能，能力
人間の性質の向上をはかる

Usefu1
＊オペレーションを上手に

Ne㏄ssary
やって何かを完成させること

＊「付帯的」「有用なもの」「必要なも6

＊人間の差異性に着目

教育

＊一般教育，自由学芸毅育，・レジヤー0

あらゆる人間に共
＊＜レジャー〉と自由学芸の関連におレ

通する才能，能力
人間の性質の向上をはかる

Honorable
＊「本来的」「高貴なもの」

Nob1e
＊人間の同一性，共通性に着目

Physica1Va1ue

身体的価値：健康で美しい身体をつくる

Moral　Value

倫理的価値：普遍的価値，絶対的倫理基準に根ざした習慣の形成

Inte11ectual　Va1ue

＊「付帯的」「有用なもの」「必要なもの」

＊一般教育，自由学芸毅育，レジャーの分野

＊＜レジャー〉と自由学芸の関連において

知性的価値：知性にとんだ習慣，価値を身につける

図3　Adlerの教育概念図

　三つめは，自由時間，スペア・タイムである。

これには2つの配分がある。一つはプレイである。

このプレイにおいて，レクリエーション，アミュー

ズメント，気晴らし，娯楽といった時聞つぶし

（Ki11ingtime）’をする。（AdlerはHuigingaなど

の一般のプレイ概念よりも狭い概念に用いてい

る。）もう一つがレジャーである。ふつうレジャー

活動と言うと何を思いおこすか。おおかたの人は

学習，読書，スポーツ，書き物，会話，手紙の返

事，友情，政治的活動，家庭的な仕事，芸術活動

などをあげるであろう。これらはワーク，レイ

バー，プレイではない。

　この2つの自由時問にもう一つ，レスト（rest）

を加えておきたい。通常レストと言うと，睡眠や

レクリエーションを思いうかべる人が多いが，こ

こでレストという時には別の意味に使いたい。レ

ストを観想（c㎝templati㎝）の意味に使いたい。

ワークとレジャーの活動の検討

　ワーク（レイバーも含めて）は，人間が生物的

に必要な活動で，もしも十分にその活動から所得

をあげていれば，労働時間よりも自由時間を選好

するであろう。この生物的に必要な活動だけに従

事していたのでは，人間は白分自身を高貴な価値

にかかわらせることができないからである。しか

し，このような選好をする前提には，ワークより

もレジャーの方が大切であるという社会的コンセ

ンサスがなければならない。

産業民主社会における自由学芸教育の重要性

　ここまでくると職業教育と自由学芸教育の違い

は明確になったのではないかと思う。

　職業教育は，所得を得るための教育である。一

般教育は，レジャーとしての自由学芸のための教

育である。
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　従って，職業生活とレジャー生活を充実させる

ために，次の諸点に配慮する必要がある。

　第一に，教育は職業教育と白由学芸教育の調和

がはかられなければならない。

　第二に，自由学芸教育は生涯を通して行なわな

ければならない。

　第三に，社会人においても，自由時間に学習が

習慣化してくると，先生のいる，いないにかかわ

らず，また義務からでなく，割当てとしてではな

く，対話や討論を楽しみ，読書研究を楽しむこと

ができるようになる。そこで生涯学習を支援する

環境整備が大切になってくる。

　第四に，労働時間と自由時間の人問化
（humanization）に向けて，また民主的な産業社

会に向けて，自由学芸教育のあり方を十分検討す

る必要がある。

　今日の社会では，Veb1enの「有閑階級論」の

ように，小数のレジャー・クラスと圧倒的多数の

ワーカー・クラス（生物的に必要な労働だけに従

事しているクラス）に分かれているわけではない。

昔のように，二つのクラスに分かれる．のではなく，

各人の生活時間を労働時間と自由時問に分けるこ

とができるようになった。しかし人々の価値観，

ライフスタイル，社会システムが，ワーク中心，

必要性，有用性中心に構造化されているために，

有り余る自由時間をつくり出しても，それが高貴

な価値観，ライフスタイル，自由学芸に結びつい

ていない。レジャーの能力が低いために怠情な過

ごし方しかできないでいる。このために，今日の

産業社会の下では，レジャーはレジャー本来の意

味を喪失してしまっている。従って，産業社会の

民主化をはかり，レジャーをレジャー本来の意味

に再生させるには，すべての人間に対して，生涯

にわたって，自由学芸教育・学習の享受機会が，

平等にひらかれていなければならない。それが真

の民主主義の社会，政治，市民生活の実現に向け

てなにより重要なことである。

3　ヒューマニティの危機克服にむけて

　Ad1erの自由学芸教育論，そしてこの理論に裏

打ちされたGreat　Books運動は，ファシズム批判，

懐疑主義とニヒリズムの克服方法として始まり，

そして，今日まで続いている。この運動とその理

論は今日においても説得的である。ところで，

Ad1erの白由学芸論がそうであるようにレジャー

論，プレイ論の分野で名著として評価の高い

JosefPieperの「余暇と祝祭」，JohanHuizinga

（1872－1947）の「ホモ・ルーデンス」も，ヒッ

トラーのファシズム批判を背景に出版されたもの

である。

　Pieperは！934年に，ナチスの七主徳の一つであ

る「不屈の精神」をきびしく批判し，人生を労働

世界にすべて従属させてはならないと，レジャー

の重要性を提起したのである。そして，1947年に

「余暇と祝祭」を書き上げている。戦前はファシ

ズムの中で，人間の生き方と社会を労働世界に従

属させ，そして戦後，今度は，社会主義，共産主

義の中でまた同じように労働世界に従属させよう

としている。なぜ同じ過ちを二度も起こそうとし

ているのか。家を作るために働くことは大切であ

るが，心の家を作るためにレジャーを忘れてはな

らない。

　Huizingaは，オランダのライデン大学の学長に

就任した1933年に，「ホモ・ルーデンス」（注15）の

骨子を，「文化における遊びと真面目の境界につ

いて」・と題し，講演を行なっている。「ホモ・ルー

デンス」は1938年の出版であるが，そのころのヨー

ロッパはヒットラーの支配が強まり，1935年ヒッ

トラーを直接批判した「明日の影の中で」を出版

している。Hui・ingaは，人間について次のような

見解をもっている。人間の本質はホモ・ルーデン

ス（遊戯人）にある。文化が豊かであっ・た時代は，

その時代に生きた人びとのものの見方，考え方，

感受性が遊び精神で彩られていたが，19世紀から

20世紀にかけて，この遊び精神が軽視されるよう

になり，文化は危機に直面している。

　Adlerの自由学芸教育論，Pieperのレジャー論，

Huizingaのプレイ論は，その論の練り上げられた

時代背景，社会背景を抜きにして，現代の社会コ

ンテクストの中で読んでも，読み応えが十分ある。

このために，その時代背景，社会背景を考慮する

ということがない。これら三人の問題認識の共通

性を論じた研究はまだないといってもよい。これ

らの白由学芸論，レジャー論，プレイ論が，ファ

シズムヘの傾斜の中で，そして懐疑主義とニヒリ

ズムの広がる中で，古代ギリシアの文化に回帰し

ながら出てきたことは，注目に値する。先の三人

ばかりでなく，たとえばEdmundHussealのよう

な人たちにとってもヨーロッパ的（アメリカなど

を含めて）ヒューマニティの危機が，なぜ起きて
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きたのか，強い関心事であった。彼らはヨーロッ

パたらしめるものは，つまり精神的アイブンティ

ティは，．古代ギリシアの哲学から生まれたと考え

ていた。このギリシア哲学は，存在とか，普遍的

価値の樹立にあり，世界がなんであるかを知る情

熱に充ちていた。しかし近代に入り，Ga1i1eo，

Descartesの考え方にみられるように，白然科学

的認識方法が拾頭していると規範を扱う学問，中

でも哲学が後退し，存在とか，普遍的価値の探求

ということがなくなってしまった。Husser1の弟

子の耳eideggerなどは，「存在の忘却（forgetti㎎

ofbeing）」といっているほどである（注16）。こう

なると，どうしても，。懐疑主義，ニヒリネムが蔓

延してくる。その結果，人々は見えるもの，聞こ

えるもの，さわれるもの，実証できるものしか信

用しなくなる。価値観や倫理は，時代や杜会によっ

て違うものであり，個人個人をとってみても違う

ものであると考えるようになる。そして確かにか

かわること’のできる世俗世界の所有，消費に関心

をよせるようになる。

　Ad1er，Pieper，Huizingaは，ヨーロッパ的ヒュー

マニティをいかにして再生するか，その基本をい

ずれも，古代ギリシアの哲学，文化に求め，そこ

から白由学芸論，レジャー論，プレイ論を展開し

ている。古代ギリシアの人びとのように，見えな

いものに目をこらし，聞こえないものに耳を傾け，

感受性を豊かにして全ての世界とかかわれるよう

にする，精神の世界の知的探求，知的冒険を楽し

むことができるようにする。そのような人問的高

貴な生活を大切にすれば，そこで存在とか，普遍

的価値を見いだすことができるからである。それ

が自由学芸，レジャー，プレイの意義である。

　この点について，歴史学者藤縄謙三は，「ギリ

シア悲劇における詩と真実」（注17）というエッセ

イの中で，Aristot1eの「詩学」やHesiodの「神

統記」を引用しながら，フィクションによるアプ

ローチが，事実のアプローチよりも存在，普遍的

価値をとらえる優れた方法であると述べている。

「歴史が起こったことを語り，詩が起こり得るヒ

とを語るという点で，両者は異なる。それ故に詩

の方が歴史よりも哲学的で荘重なものである。詩

はむしろ普遍的なことを語り，歴史はむしろ個別

的なごとを語るからである」（「詩学」第九章）

Aristo1eの詩のイメージは，演劇や舞踏まで含む

もので，フィクションの表現世界全体にまで広げ

てもよいだろう。

　このように古代ギリシア人がラィクションの表

現世界に存在とか，普遍的価値を見い出していた

のは興味深い。

　「あまたの虚偽を真実らしく語ることも自分た

ちには可能だが，しかし自ら欲すれば，真実を語

ることも可能なことです」（神統記）

　フィクションの表現世界を通じて，普遍的価値

を追求できる。この視点がまさにAd1er，Pieper，

Huizingaにも共通していたのである。

　今の学生達に，授業時において，普遍的価値は

存在しているかどうかをたずねると，7割ぐらい

は，「それは個人個人によって違うものであるし，

また時代や社会によってまた民族によって違うも

のである」と応える。しかし，これまで考察して

きた手順で授業を進めていくと，学生達も，存在

とか，普遍的価値の追求の大切さに気づくようで

ある。今日の状況もAd1er，Pieper，Huizi㎎aの1930

年代，1940年代の頃の状況とさほど変わっている

とは思えない。今日日本においても「生涯学習，

学習社会」の構想とか，また大学システムの大綱

化，簡素化の提案（教養課程の縮小，専門課程の

拡大・充実）がなされている。しかし本エッセイ

で検討してきたようなプロセネがそこに全く見ら

れないのは，大きな問題である。

　白由学芸，レジャー，プレイが軽視されている

社会は，個人の幸福にとっても，また民主主義を

めざす政治，社会にとっても，不幸なことである。

この古代ギリシア人の知恵に立ち戻って，現在直

面している問題解決に当たってもらいたいものだ

と思う。それは文化背景の違う日本においても，

意味のある検討であるからだ。今日の日本におい

て，個性化が尊重され，価値観の一層の多様化が

トレンドとみなされている。予測だけでなく，少

衆化，分衆化の現象は，随所にみられる。こうい

う状況の中では，政治も，社会（コミュニティ）

も，コンセンサスや相互理解をとりにくい。

　Ad1erがなんども指摘していることであるが，

人間の共通性，同」性に着目して，人びとの間に，

世代を越えて，民族を越えて普遍的価値，倫理基

準を共有できるようにすべきである。この普遍的

価値，倫理基準が共有され，人びとが自由学芸，

レジャー，プレイの世界に楽しみながら，それを

高貴なものにできれば，そこに相互理解，信頼関

係の基礎をつくることができる。それは個人の幸
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福にとっても，真に民主的な政治，社会を作る上

でも，最も大切なことである。

　個性尊重，差異性の重視，専門化，細分化は産

業社会の要請であるが，産業社会を民主化するた

めには，普遍性の尊重，同一性・共通性の重視，

一般化，統合化との調和をはかっていかなければ

ならない。

　こういうヒューマニティの根源に，自由学芸，

レジャー，プレイが関係していることに現代人は

もっと気づくべきである。
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